
(千種区　18.18K㎡）

総数 男 女 世帯数 人口

1 千 種 5,348 8,774 4,432 4,342    7    5

2 千 石 3,925 6,747 3,407 3,340    3 △ 19

3 内 山 5,226 7,418 3,906 3,512    16    0

4 大 和 3,329 6,532 3,226 3,306    32    52

5 上 野 7,267 15,470 7,697 7,773    23    24

6 高 見 7,126 13,314 6,399 6,915    11    39

7 春 岡 6,693 10,800 5,695 5,105    11    18

8 田 代 11,407 21,745 10,457 11,288    1 △ 4

9 東 山 10,211 19,288 9,514 9,774    7 △ 17

10 見 付 4,475 8,387 4,257 4,130 △ 40 △ 33

11 星 ケ 丘 3,504 6,863 3,133 3,730    3 △ 2

12 自 由 ケ 丘 3,554 7,323 3,344 3,979    1    0

13 富 士 見 台 6,391 15,414 7,147 8,267 △ 2 △ 6

14 宮 根 3,732 8,345 3,978 4,367 △ 6 △ 5

15 千 代 田 橋 3,572 8,555 3,986 4,569 △ 10 △ 24

85,760 164,975 80,578 84,397    57    28

83,376 164,157 80,048 84,109 △ 9    81

   2,384 818 530 288    66 △ 53

1,070,756 2,303,451 1,137,174 1,166,277    348    306

3,099,819 7,504,117 3,753,082 3,751,035    2,628    3,108

出 生 死 亡 自然増減 転 入 転 出 社会増減
111 106   5 994 971   23

昭和５０年 168,861 平成　７年 148,847

昭和５５年 166,837 平成１２年 148,537

昭和６０年 163,762 平成１７年 153,118

平成　２年 156,478 平成２２年 160,015

注）

統計なごやweb版　　http://www.city.nagoya.jp/shisei/category/67-5-0-0-0-0-0-0-0-0.html

H27.8.1

146,727（平成１１年４月１日）

社会動態

173,598（昭和５０年２月１日）

対前月増減

前月中の
増減内訳

世帯数と人口は、平成27年国勢調査結果の本市独自集計速報値を基礎とし、毎月の住民基本台帳人口の異
動数を加減して推計したものである。

名 古 屋 市

対 前 年 比

学区名 世帯数
人 口

自然動態

これまでの最少人口

平成２８年８月１日現在の世帯数と人口

国勢調査千種区人口 これまでの最大人口【

参
考
】

愛 知 県
（ H28.7.1 ）
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